
議
員
提
出
第
三
十
六
号
議
案

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
及
び
「
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
整
備
促
進
を
求
め
る
意
見
書

本
年
八
月
、
東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線
青
山
一
丁
目
駅
で
、
盲
導
犬
を
連
れ
て
い
た
視
覚
障
が
い
者
の
男
性
が

ホ
ー
ム
か
ら
転
落
し
死
亡
す
る
と
い
う
大
変
痛
ま
し
い
事
故
が
起
き
た
。
ま
た
、
そ
の
対
策
に
動
き
出
し
て

い
た
矢
先
、
十
月
に
は
、
近
鉄
大
阪
線
河
内
国
分
駅
で
、
全
盲
の
男
性
が
ホ
ー
ム
か
ら
転
落
し
特
急
電
車
に

は
ね
ら
れ
亡
く
な
る
と
い
う
事
案
が
発
生
し
た
。

平
成
二
十
八
年
三
月
末
現
在
、
全
国
約
九
千
五
百
駅
の
う
ち
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整
備
が
完
了
し
て
い
る
の
は

六
百
六
十
五
駅
で
あ
る
。
ま
た
、
一
日
に
十
万
人
以
上
の
乗
降
客
が
あ
る
全
国
二
百
五
十
一
駅
の
う
ち
ホ
ー

ム
ド
ア
が
設
置
さ
れ
て
い
る
駅
は
七
十
七
駅
に
留
ま
っ
て
い
る
。
駅
の
安
全
対
策
の
観
点
か
ら
、
列
車
と
の

接
触
や
転
落
防
止
に
効
果
が
高
い
ホ
ー
ム
ド
ア
や
転
落
防
止
柵
の
設
置
は
急
務
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ド
ア
等
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の
対
策
と
し
て
、
視
覚
障
が
い
者
が
ホ
ー
ム
の
内
側
を
判

別
で
き
る
「
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。
現
在
、
一
日
に
一
万
人
以
上
の
乗
降

客
が
あ
る
駅
で
の
整
備
率
は
六
十
三
％
で
あ
る
が
、
全
駅
に
お
い
て
整
備
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
視
覚
障
が
い
者
を
は
じ
め
、
駅
利
用
者
が
安
心
し
て
駅
ホ
ー
ム
を
利
用

で
き
る
よ
う
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お
け
る
総
合
的
な
転
落
事
故
防
止
対
策
の
検
討
を
急
ぐ
と
と
も
に
、

駅
ホ
ー
ム
の
さ
ら
な
る
安
全
性
向
上
に
向
け
、
次
の
事
項
に
取
り
組
む
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
全
て
の
駅
ホ
ー
ム
の
危
険
個
所
の
実
態
調
査
を
速
や
か
に
行
う

こ
と
。
と
り
わ
け
、
転
落
の
危
険
性
が
高
い
駅
に
つ
い
て
は
、
現
在
計
画
中
の
駅
と
合
わ
せ
て
、
速
や
か

に
設
置
す
る
こ
と
。

二

「
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
全
駅
で
整
備
す
る
こ
と
。

三

ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
、
希
望
者
へ
の
駅
係
員
の
介
添
え
や
、
一
般
旅
客
に
対
す
る
誘
導
案
内
、
さ
ら
に

は
視
覚
障
が
い
者
へ
の
積
極
的
な
声
か
け
等
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
四
日
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